
 

◎創世記９章１―７を読みましょう 

１．神がノアたちを祝福して言われた「生めよ。増えよ。地に満ちよ。」とはどういう意味か。 

 

２．神が、地のすべての動物たちを人間の手に「委ねられる」とはどういう意味か。 

 

３．神はノアたちの今後の食物のために、新しくどんな配慮（譲歩）をされたか。 

 

４．「肉は、そのいのちである血のあるままで食べてはならない」とはどういう意味か。 

 

５．神が、「あなたがたのいのちのためには、…血の値を要求する」とはどういう意味か。 

 

 

◎創世記９：８―１７を読みましょう  ＊「契約」（covenant） 

６．神がノアたちに言われた「わたしの契約」という言葉にはどういう意味があるか。 

 

７．神が結ばれる契約の対象はだれか。 

 

８．神が立てられた契約の内容はどういうものか。 

 

９．神の立てられた契約の特徴は何か。 

 

10．神が「思い起こす」とはどういう意味か。 

 

 

◎創世記９：１８―２９を読みましょう 

１．ノアの息子たち「セム・ハム・ヤフェテ」について何と書いてあるか。 

 

２．ノアは農夫となって何かで失敗した。それは何か。何がいけなかったのか。 

 

３．三人の兄弟はノアに対してどういう行動をとったか。 

 

４．酔いからさめたノアは三人の兄弟に対してどのような預言をしたか。 

 

５．ノアの人生は 950 年（大洪水の時 600 才）。その生涯から私たちは何を学ぶか。 

 

 

◎まとめ 

＊終わりに、今朝の学びのタイトル（主題）を考えてみよう  

「            」 


